
　
▼
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
防
災 

　

対
策

▼
地
域
医
療
の
確
保
対
策

▼
中
小
企
業
の
振
興

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
教
育
の
再
生

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
津
波
対
策

▼
県
と
大
分
市
と
の
連
携
強
化

▼
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備

▼
電
力
の
安
定
供
給

▼
将
来
を
見
据
え
た
大
分
県
づ
く
り

▼
東
日
本
大
震
災
後
の
県
政
運
営

▼
本
県
の
防
災
対
策

▼
障
が
い
者
雇
用
率
の
向
上
対
策
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統
一
地
方
選
挙
後
初
と
な
る
定
例
会

を
、
7
月
7
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
の

会
期
28
日
間
で
開
催
し
た
。

　

7
月
14
日
、
15
日
に
行
わ
れ
た
代
表

質
問
に
は
4
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
19

日
か
ら
21
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
知
事
の
3

期
目
の
県
政
運
営
や
東
日
本
大
震
災
を

受
け
た
県
の
防
災
対
策
強
化
へ
の
取
組

な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
活
発
な
論

議
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
今

年
度
の
肉
付
け
予
算
と
な
る
補
正
予
算

案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
っ
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
28
日
に
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
慎

重
な
審
査
を
行
っ
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案

16
件
、
議
員
提
出
議
案
9
件
及
び
委

員
会
提
出
議
案
2
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
、
請
願
は
2
件
を
採
択
、
1
件

を
不
採
択
と
し
た
。

平成23年 第2回定例会
主な質問答弁要旨
可決・承認された議案
県議会 今後の動き

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

1
2
4
6

代
表
質
問

平
成
23
年 

第
1
回
定
例
会

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

国
全
体
が
大
き
な
試
練
の
中
に

あ
る
と
き
、
美
術
館
構
想
を
進
め
る
べ
き

か
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
の
見
通
し
も

含
め
熟
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
震
防

災
対
策
等
の
課
題
に
も
し
っ
か
り
と
応

え
な
が
ら
、
併
せ
て
、
中
期
行
政
財
政

運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
他
の
事
業
と

同
様
に
、
県
立
美
術
館
建
設
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に
上

程
し
て
い
る
約
34
億
円
の
用
地
購
入

は
、
県
土
地
開
発
公
社
か
ら
用
地
を

買
い
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
公
社
が

用
地
取
得
し
た
際
、
県
は
公
社
に
資

金
を
貸
し
付
け
て
お
り
、
今
回
、
県

が
買
い
入
れ
た
時
点
で
そ
の
資
金
が

県
に
返
済
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
負
担
は
生
じ
な
い
仕
組
み
で
あ

る
。
1
0
0
億
円
以
内
と
な
る
予
定

の
建
設
関
連
事
業
費
に
つ
い
て
も
、
現

在
、
約
51
億
円

の
残
高
を
有
す

る
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
整
備

基
金
を
今
後
も

上
積
み
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
後

の
世
代
の
負
担
を

抑
え
る
よ
う
財
源

の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

意
見
書
（
8
件
）

▼
東
九
州
自
動
車
道
北
九
州
〜
大
分
〜

宮
崎
間
の
平
成
26
年
度
ま
で
の
全
線
開

通
を
求
め
る
意
見
書

▼
当
面
の
電
力
需
給
対
策
に
関
す
る
意

見
書

▼
外
国
資
本
等
に
よ
る
土
地
売
買
等
に

関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

▼
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

▼
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書

▼
菅
直
人
内
閣
の
早
期
退
陣
を
求
め
る

意
見
書

▼
国
産
牛
肉
の
安
全
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

決
議
関
係
（
1
件
）

▼
教
育
基
本
法
・
学
習
指
導
要
領
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
最
も
適
し
た
教

科
書
の
採
択
を
求
め
る
決
議

意
見
書
（
2
件
）

▼
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税

の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書

▼
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書

▼
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税

の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

▼
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

予
算
関
係
（
6
件
）

▼
平
成
23
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）　
　
　
　
　
　

ほ
か

条
例
関
係
（
5
件
）

▼
大
分
県
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

ほ
か

そ
の
他
（
5
件
）

▼
平
成
23
年
度
に
お
け
る
農
林
水
産
関

係
事
業
に
要
す
る
経
費
の
市
町
村
負
担

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
友
一
夫
議
員
（
自
由
民
主
党
・
中

津
市
選
挙
区
）
の
辞
職
に
伴
い
、
吉
冨
幸

吉
氏
が
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

▼
小
児
救
急
医
療
体
制

▼
原
子
力
発
電
所
隣
接
県
と
し
て
の
対
応

              
※

質
問
項
目
は
、
一
人
5
項
目
ま
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
広
瀬
県
政
3
期
目
に
臨

む
決
意
や
抱
負
は
？

　

　

3
期
目
に
臨
む
今
、
我
が

国
や
本
県
を
取
り
巻
く
情
勢

は
厳
し
く
、
内
に
あ
っ
て
は
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
外
と
の
関
係
で
は
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
し
て
、
思
い

も
か
け
な
い
東
日
本
大
震
災
な
ど
ど
れ

も
道
筋
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
て
き
た
底
力
を
さ
ら
に
高

め
、
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
政
策
を
創
造
し
、
果
敢
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
、
互
い
に

助
け
合
い
支
え
合
い
な
が
ら
信
頼
と
安

全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
、「
地

域
の
底
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
安
全
・
安
心
の
面
で
は
、
大
震
災
を

踏
ま
え
た
防
災
対
策
、
そ
し
て
、
子
育
て

中
の
若
い
世
代
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
、
ま
た
、
子
ど
も
達
の
教
育
や
文
化
の

伝
承
に
地
域
の
方
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
取
組
な
ど
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

を
入
れ
て
い
く
。

　

も
う
一
つ
の
柱
は
、
い
き
い
き
と
暮

ら
し
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
産
業

の
底
力
」
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で

あ
る
。
農
林
水
産
業
で
は
「T

h
e

・
お

お
い
た
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
担
い
手

確
保
な
ど
の
構
造
改
革
を
急
ぎ
、
製
造

業
で
は
地
元
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
。
難
し
い
局
面
に
あ
る
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
観
光
業
の
振
興
も
不
可
欠
で
あ

り
、
将
来
の
大
分
県
の
発
展
の
た
め
に

も
、
人
を
育
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

を
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
立
ち
後
れ
て
い
る
社
会
資

本
の
整
備
に
も
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
政
策
を
着
実
に
進
め
、

県
民
が
生
き
が
い
と
幸
せ
を
実
感
で
き

る
、
そ
し
て
住
ん  

で
良
か
っ
た
と
思

え
る
「
安
心
・
活

力
・
発
展
の
大
分

県
」
を
創
造
す
る

た
め
、
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
た
本
県
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
、
ま
た
、

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
、
見
直
し

の
手
法
な
ど
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　

震
災
後
、
本
県
で
は
5
月

早
々
に
「
大
分
県
地
域
防
災
計

画
再
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現

行
の
防
災
対
策
で
前
提
と
し
て
い
た
地

震
・
津
波
の
想
定
規
模
の
見
直
し
と
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
に
着
手
し
て
お

り
、
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
取
り
か
か
る

と
と
も
に
、
着
手
で
き
る
防
災
対
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
秋
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国

の
防
災
基
本
計
画
の
見
直
し
を
受
け

て
、
最
終
的
な
県
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
お
お

む
ね
年
度
内
を
目
処
に
作
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

防
災
対
策
の
強
化
に
あ
た
り
、
被
災

地
に
派
遣
し
た
職
員
の
報
告
や
被
災
地

の
状
況
を
踏
ま
え
て
組
み
立
て
た
防
災

対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
食
料
・
日
用

品
等
の
非
常
用
物
資
に
つ
い
て
は
、
品

目
や
数
量
を
見
直
し
、
新
た
に
紙
お
む

つ
な
ど
8
品
目
を
追
加
し
て
備
蓄
す
る

ほ
か
、
難
病
患
者
へ
の
災
害
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
や
在
宅
人
工
呼
吸

器
使
用
者
へ
の
停
電
時
の
防
災
指
導
も

行
う
。
加
え
て
、
市
町
村
が
行
う
避
難

経
路
の
整
備
や
誘
導
標
識
の
設
置
等
に

対
す
る
3
億
円
の
助
成
制
度
を
補
正
予

算
案
と
し
て
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
大
震
災
で
は
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
た
。
大

分
県
も
距
離
的
に
は
離
れ
て
い
る

が
、
隣
県
に
原
子
力
発
電
所
が
あ

り
、
多
く
の
県
民
が
あ
ら
た
め
て
安

全
性
等
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
と

思
う
。
今
後
と
も
、
国
や
電
力
会
社

の
安
全
対
策
を
注
視
し
て
い
く
と
と

も
に
、
立
地
県
と
も
緊
密
に
連
絡
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

▼
農
業
振
興

▼
産
業
廃
棄
物
処
理
場
建
設
に
対
す
る

　

行
政
指
導

▼
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

▼
熱
中
症
予
防
対
策

▼
産
業
の
集
積

▼
東
日
本
大
震
災
後
の
園
芸
戦
略
品
目

　

の
現
状
と
対
策

▼
防
災
教
育

▼
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　 

▼
広
瀬
県
政
に
つ
い
て

▼
原
発
事
故
に
つ
い
て

▼
美
術
館
建
設
構
想

▼
教
育
の
振
興

▼
教
職
員
の
人
事
異
動

▼
県
立
美
術
館
構
想

▼
有
機
質
資
材
の
農
業
活
用

▼
三
重
総
合
高
校
久
住
校
に
つ
い
て

   

▼
地
震
・
津
波
・
原
発
対
策

▼
自
殺
防
止
対
策

▼
企
業
誘
致

▼
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

▼
東
九
州
を
軸
と
し
た
産
業
振
興

▼
祖
母
傾
国
定
公
園
の
生
態
系
の
保
全

　

と
活
用

 

▼
長
期
総
合
計
画
の
中
間
見
直
し

▼
教
育
問
題

※

質
問
項
目
は
、
一
人
2
項
目
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
県
は
も
う
か
る
一
次
産
業

を
目
指
し
、
2
0
1
5
年
度

ま
で
の
農
業
振
興
指
針
と
な
る
「
お

お
い
た
農
山
漁
村
活
性
化
戦
略

2
0
0
5
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
計
画
の
中
間
見
直
し
に
当
た
り
、

根
本
と
な
る
本
県
農
業
の
抱
え
る

課
題
の
分
析
と
そ
の
打
開
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

　

　

本
県
は
、
中
山
間
地
が
多

く
耕
地
面
積
も
狭
い
と
い
う

厳
し
い
生
産
条
件
の
中
、
担
い
手
の
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
小
規
模
経
営
体

が
極
め
て
多
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
、
生
産
者
部

会
の
統
一
や
産
地
間
連
携
を
促
進
し
、

拠
点
市
場
で
の
占
有
率
を
高
め
て
き

た
。
白
ね
ぎ
や
い
ち
ご
の
「
さ
が
ほ
の

か
」
は
市
場
の
占
有
率
が
上
が
り
、
い

ず
れ
も
高
単
価
で
取
引
さ
れ
る
な
ど
、

価
格
競
争
力
も
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
集

落
営
農
組
織
の
法
人
化
と
と
も
に
企
業

参
入
も
4
年
間
で
1
0
6
社
と
な
る
な

ど
、
生
産
体
制
は
着
実
に
整
っ
て
き
た

が
、
産
出
額
目
標
を
達
成
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
要
因
は
、
米

の
価
格
下
落
や
作
付
け
面
積
の
減
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
長
引
く
畜
産
物

の
価
格
低
迷
な
ど
も
一
因
で
あ
る
。
し

か
し
、
企
業
参
入
に
よ
る
産
出
額
増
加

見
込
が
1
0
0
億
円
近
く
あ
り
、
大
規

模
参
入
し
た
茶
、
か
ぼ
す
、
ゆ
ず
な
ど

は
こ
れ
か
ら
生
産
が
本
格
化
し
て
く

る
。
こ
の
勢
い
を
将
来
に
つ
な
げ
、
持

続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
今

回
の
見
直
し
で
は
次
の
2
点
を
重
点
に

取
り
組
む
。

　

ま
ず
は
、「T

h
e

・
お
お
い
た
」
ブ

ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
商
品
づ
く
り
で

あ
る
。
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
県

域
生
産
、
県
域
流
通
を
基
本
に
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
。
京
都
市
場
で
シ
ェ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
ピ
ー
マ
ン
や
出
荷
量

の
拡
大
を
目
指
す
ニ
ラ
を
戦
略
品
目
に

追
加
し
、
有
利
販
売
と
産
地
の
拡
大
に

結
び
つ
け
る
。
2
点
目
は
、
次
代
を
担

う
力
強
い
経
営
体
づ
く
り
で
あ
る
。
参

入
企
業
の
雇
用
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
新

規
就
農
者
数
は
2
年
連
続
増
加
し
て
お

り
、
今
後
5
年
間
で
新
た
に
1
0
0
0

名
の
確
保
を
目
指
す
。
こ
の
よ
う
な

取
組
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
構
造
改
革

を
進
め
、
農
業
産
出
額
も
1
4
0
0

億
円
を
越
え
る
ま
で
に
押
し
上
げ
た

い
と
考
え
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
経
験

か
ら
、
防
災
関
係
の
予
算

も
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
総

額
1
3
4
億
円
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
県
立
美
術
館
建
設
を
優
先
さ

せ
た
知
事
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

公
明
党

　
　
河
野 

　
成
司 

議
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主
党

　
　
佐
々
木 

敏
夫 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
首
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隆
憲 

議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　
　
麻
生
　 

栄
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議
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常任委員会
県内調査の様子

 各常任委員会は、5月31日から
6月29日にかけて県内各地に伺い、

現地調査を行いました。



　
▼
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
防
災 

　

対
策

▼
地
域
医
療
の
確
保
対
策

▼
中
小
企
業
の
振
興

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
教
育
の
再
生

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
津
波
対
策

▼
県
と
大
分
市
と
の
連
携
強
化

▼
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備

▼
電
力
の
安
定
供
給

▼
将
来
を
見
据
え
た
大
分
県
づ
く
り

▼
東
日
本
大
震
災
後
の
県
政
運
営

▼
本
県
の
防
災
対
策

▼
障
が
い
者
雇
用
率
の
向
上
対
策

　

統
一
地
方
選
挙
後
初
と
な
る
定
例
会

を
、
7
月
7
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
の

会
期
28
日
間
で
開
催
し
た
。

　

7
月
14
日
、
15
日
に
行
わ
れ
た
代
表

質
問
に
は
4
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
19

日
か
ら
21
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
知
事
の
3

期
目
の
県
政
運
営
や
東
日
本
大
震
災
を

受
け
た
県
の
防
災
対
策
強
化
へ
の
取
組

な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
活
発
な
論

議
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
今

年
度
の
肉
付
け
予
算
と
な
る
補
正
予
算

案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
っ
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
28
日
に
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
慎

重
な
審
査
を
行
っ
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案

16
件
、
議
員
提
出
議
案
9
件
及
び
委

員
会
提
出
議
案
2
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
、
請
願
は
2
件
を
採
択
、
1
件

を
不
採
択
と
し
た
。

・2・
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一
般
質
問

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

国
全
体
が
大
き
な
試
練
の
中
に

あ
る
と
き
、
美
術
館
構
想
を
進
め
る
べ
き

か
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
の
見
通
し
も

含
め
熟
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
震
防

災
対
策
等
の
課
題
に
も
し
っ
か
り
と
応

え
な
が
ら
、
併
せ
て
、
中
期
行
政
財
政

運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
他
の
事
業
と

同
様
に
、
県
立
美
術
館
建
設
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に
上

程
し
て
い
る
約
34
億
円
の
用
地
購
入

は
、
県
土
地
開
発
公
社
か
ら
用
地
を

買
い
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
公
社
が

用
地
取
得
し
た
際
、
県
は
公
社
に
資

金
を
貸
し
付
け
て
お
り
、
今
回
、
県

が
買
い
入
れ
た
時
点
で
そ
の
資
金
が

県
に
返
済
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
負
担
は
生
じ
な
い
仕
組
み
で
あ

る
。
1
0
0
億
円
以
内
と
な
る
予
定

の
建
設
関
連
事
業
費
に
つ
い
て
も
、
現

在
、
約
51
億
円

の
残
高
を
有
す

る
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
整
備

基
金
を
今
後
も

上
積
み
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
後

の
世
代
の
負
担
を

抑
え
る
よ
う
財
源

の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

意
見
書
（
8
件
）

▼
東
九
州
自
動
車
道
北
九
州
〜
大
分
〜

宮
崎
間
の
平
成
26
年
度
ま
で
の
全
線
開

通
を
求
め
る
意
見
書

▼
当
面
の
電
力
需
給
対
策
に
関
す
る
意

見
書

▼
外
国
資
本
等
に
よ
る
土
地
売
買
等
に

関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

▼
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

▼
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書

▼
菅
直
人
内
閣
の
早
期
退
陣
を
求
め
る

意
見
書

▼
国
産
牛
肉
の
安
全
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

決
議
関
係
（
1
件
）

▼
教
育
基
本
法
・
学
習
指
導
要
領
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
最
も
適
し
た
教

科
書
の
採
択
を
求
め
る
決
議

意
見
書
（
2
件
）

▼
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税

の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書

▼
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書

▼
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税

の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

▼
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

予
算
関
係
（
6
件
）

▼
平
成
23
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）　
　
　
　
　
　

ほ
か

条
例
関
係
（
5
件
）

▼
大
分
県
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

ほ
か

そ
の
他
（
5
件
）

▼
平
成
23
年
度
に
お
け
る
農
林
水
産
関

係
事
業
に
要
す
る
経
費
の
市
町
村
負
担

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
友
一
夫
議
員
（
自
由
民
主
党
・
中

津
市
選
挙
区
）
の
辞
職
に
伴
い
、
吉
冨
幸

吉
氏
が
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▼
小
児
救
急
医
療
体
制

▼
原
子
力
発
電
所
隣
接
県
と
し
て
の
対
応

              
※

質
問
項
目
は
、
一
人
5
項
目
ま
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
広
瀬
県
政
3
期
目
に
臨

む
決
意
や
抱
負
は
？

　

　

3
期
目
に
臨
む
今
、
我
が

国
や
本
県
を
取
り
巻
く
情
勢

は
厳
し
く
、
内
に
あ
っ
て
は
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
外
と
の
関
係
で
は
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
し
て
、
思
い

も
か
け
な
い
東
日
本
大
震
災
な
ど
ど
れ

も
道
筋
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
て
き
た
底
力
を
さ
ら
に
高

め
、
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
政
策
を
創
造
し
、
果
敢
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
、
互
い
に

助
け
合
い
支
え
合
い
な
が
ら
信
頼
と
安

全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
、「
地

域
の
底
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
安
全
・
安
心
の
面
で
は
、
大
震
災
を

踏
ま
え
た
防
災
対
策
、
そ
し
て
、
子
育
て

中
の
若
い
世
代
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
、
ま
た
、
子
ど
も
達
の
教
育
や
文
化
の

伝
承
に
地
域
の
方
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
取
組
な
ど
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

を
入
れ
て
い
く
。

　

も
う
一
つ
の
柱
は
、
い
き
い
き
と
暮

ら
し
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
産
業

の
底
力
」
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で

あ
る
。
農
林
水
産
業
で
は
「T

h
e

・
お

お
い
た
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
担
い
手

確
保
な
ど
の
構
造
改
革
を
急
ぎ
、
製
造

業
で
は
地
元
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
。
難
し
い
局
面
に
あ
る
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
観
光
業
の
振
興
も
不
可
欠
で
あ

り
、
将
来
の
大
分
県
の
発
展
の
た
め
に

も
、
人
を
育
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

を
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
立
ち
後
れ
て
い
る
社
会
資

本
の
整
備
に
も
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
政
策
を
着
実
に
進
め
、

県
民
が
生
き
が
い
と
幸
せ
を
実
感
で
き

る
、
そ
し
て
住
ん  

で
良
か
っ
た
と
思

え
る
「
安
心
・
活

力
・
発
展
の
大
分

県
」
を
創
造
す
る

た
め
、
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
た
本
県
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
、
ま
た
、

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
、
見
直
し

の
手
法
な
ど
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　

震
災
後
、
本
県
で
は
5
月

早
々
に
「
大
分
県
地
域
防
災
計

画
再
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現

行
の
防
災
対
策
で
前
提
と
し
て
い
た
地

震
・
津
波
の
想
定
規
模
の
見
直
し
と
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
に
着
手
し
て
お

り
、
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
取
り
か
か
る

と
と
も
に
、
着
手
で
き
る
防
災
対
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
秋
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国

の
防
災
基
本
計
画
の
見
直
し
を
受
け

て
、
最
終
的
な
県
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
お
お

む
ね
年
度
内
を
目
処
に
作
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

防
災
対
策
の
強
化
に
あ
た
り
、
被
災

地
に
派
遣
し
た
職
員
の
報
告
や
被
災
地

の
状
況
を
踏
ま
え
て
組
み
立
て
た
防
災

対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
食
料
・
日
用

品
等
の
非
常
用
物
資
に
つ
い
て
は
、
品

目
や
数
量
を
見
直
し
、
新
た
に
紙
お
む

つ
な
ど
8
品
目
を
追
加
し
て
備
蓄
す
る

ほ
か
、
難
病
患
者
へ
の
災
害
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
や
在
宅
人
工
呼
吸

器
使
用
者
へ
の
停
電
時
の
防
災
指
導
も

行
う
。
加
え
て
、
市
町
村
が
行
う
避
難

経
路
の
整
備
や
誘
導
標
識
の
設
置
等
に

対
す
る
3
億
円
の
助
成
制
度
を
補
正
予

算
案
と
し
て
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
大
震
災
で
は
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
た
。
大

分
県
も
距
離
的
に
は
離
れ
て
い
る

が
、
隣
県
に
原
子
力
発
電
所
が
あ

り
、
多
く
の
県
民
が
あ
ら
た
め
て
安

全
性
等
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
と

思
う
。
今
後
と
も
、
国
や
電
力
会
社

の
安
全
対
策
を
注
視
し
て
い
く
と
と

も
に
、
立
地
県
と
も
緊
密
に
連
絡
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

▼
農
業
振
興

▼
産
業
廃
棄
物
処
理
場
建
設
に
対
す
る

　

行
政
指
導

▼
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

▼
熱
中
症
予
防
対
策

▼
産
業
の
集
積

▼
東
日
本
大
震
災
後
の
園
芸
戦
略
品
目

　

の
現
状
と
対
策

▼
防
災
教
育

▼
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　 

▼
広
瀬
県
政
に
つ
い
て

▼
原
発
事
故
に
つ
い
て

▼
美
術
館
建
設
構
想

▼
教
育
の
振
興

▼
教
職
員
の
人
事
異
動

▼
県
立
美
術
館
構
想

▼
有
機
質
資
材
の
農
業
活
用

▼
三
重
総
合
高
校
久
住
校
に
つ
い
て

   

▼
地
震
・
津
波
・
原
発
対
策

▼
自
殺
防
止
対
策

▼
企
業
誘
致

▼
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

▼
東
九
州
を
軸
と
し
た
産
業
振
興

▼
祖
母
傾
国
定
公
園
の
生
態
系
の
保
全

　

と
活
用

 

▼
長
期
総
合
計
画
の
中
間
見
直
し

▼
教
育
問
題

※

質
問
項
目
は
、
一
人
2
項
目
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
県
は
も
う
か
る
一
次
産
業

を
目
指
し
、
2
0
1
5
年
度

ま
で
の
農
業
振
興
指
針
と
な
る
「
お

お
い
た
農
山
漁
村
活
性
化
戦
略

2
0
0
5
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
計
画
の
中
間
見
直
し
に
当
た
り
、

根
本
と
な
る
本
県
農
業
の
抱
え
る

課
題
の
分
析
と
そ
の
打
開
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

　

　

本
県
は
、
中
山
間
地
が
多

く
耕
地
面
積
も
狭
い
と
い
う

厳
し
い
生
産
条
件
の
中
、
担
い
手
の
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
小
規
模
経
営
体

が
極
め
て
多
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
、
生
産
者
部

会
の
統
一
や
産
地
間
連
携
を
促
進
し
、

拠
点
市
場
で
の
占
有
率
を
高
め
て
き

た
。
白
ね
ぎ
や
い
ち
ご
の
「
さ
が
ほ
の

か
」
は
市
場
の
占
有
率
が
上
が
り
、
い

ず
れ
も
高
単
価
で
取
引
さ
れ
る
な
ど
、

価
格
競
争
力
も
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
集

落
営
農
組
織
の
法
人
化
と
と
も
に
企
業

参
入
も
4
年
間
で
1
0
6
社
と
な
る
な

ど
、
生
産
体
制
は
着
実
に
整
っ
て
き
た

が
、
産
出
額
目
標
を
達
成
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
要
因
は
、
米

の
価
格
下
落
や
作
付
け
面
積
の
減
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
長
引
く
畜
産
物

の
価
格
低
迷
な
ど
も
一
因
で
あ
る
。
し

か
し
、
企
業
参
入
に
よ
る
産
出
額
増
加

見
込
が
1
0
0
億
円
近
く
あ
り
、
大
規

模
参
入
し
た
茶
、
か
ぼ
す
、
ゆ
ず
な
ど

は
こ
れ
か
ら
生
産
が
本
格
化
し
て
く

る
。
こ
の
勢
い
を
将
来
に
つ
な
げ
、
持

続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
今

回
の
見
直
し
で
は
次
の
2
点
を
重
点
に

取
り
組
む
。

　

ま
ず
は
、「T

h
e

・
お
お
い
た
」
ブ

ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
商
品
づ
く
り
で

あ
る
。
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
県

域
生
産
、
県
域
流
通
を
基
本
に
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
。
京
都
市
場
で
シ
ェ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
ピ
ー
マ
ン
や
出
荷
量

の
拡
大
を
目
指
す
ニ
ラ
を
戦
略
品
目
に

追
加
し
、
有
利
販
売
と
産
地
の
拡
大
に

結
び
つ
け
る
。
2
点
目
は
、
次
代
を
担

う
力
強
い
経
営
体
づ
く
り
で
あ
る
。
参

入
企
業
の
雇
用
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
新

規
就
農
者
数
は
2
年
連
続
増
加
し
て
お

り
、
今
後
5
年
間
で
新
た
に
1
0
0
0

名
の
確
保
を
目
指
す
。
こ
の
よ
う
な

取
組
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
構
造
改
革

を
進
め
、
農
業
産
出
額
も
1
4
0
0

億
円
を
越
え
る
ま
で
に
押
し
上
げ
た

い
と
考
え
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
経
験

か
ら
、
防
災
関
係
の
予
算

も
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
総

額
1
3
4
億
円
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
県
立
美
術
館
建
設
を
優
先
さ

せ
た
知
事
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

問答

問

答

自
由
民
主
党

　
　
元
𠮷
　 

俊
博 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
酒
井
　 

喜
親 

議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　
　
油
布 

　
勝
秀 

議
員



　
▼
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
防
災 

　

対
策

▼
地
域
医
療
の
確
保
対
策

▼
中
小
企
業
の
振
興

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
教
育
の
再
生

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
津
波
対
策

▼
県
と
大
分
市
と
の
連
携
強
化

▼
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備

▼
電
力
の
安
定
供
給

▼
将
来
を
見
据
え
た
大
分
県
づ
く
り

▼
東
日
本
大
震
災
後
の
県
政
運
営

▼
本
県
の
防
災
対
策

▼
障
が
い
者
雇
用
率
の
向
上
対
策

　

統
一
地
方
選
挙
後
初
と
な
る
定
例
会

を
、
7
月
7
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
の

会
期
28
日
間
で
開
催
し
た
。

　

7
月
14
日
、
15
日
に
行
わ
れ
た
代
表

質
問
に
は
4
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
19

日
か
ら
21
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
知
事
の
3

期
目
の
県
政
運
営
や
東
日
本
大
震
災
を

受
け
た
県
の
防
災
対
策
強
化
へ
の
取
組

な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
活
発
な
論

議
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
今

年
度
の
肉
付
け
予
算
と
な
る
補
正
予
算

案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
っ
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
28
日
に
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
慎

重
な
審
査
を
行
っ
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案

16
件
、
議
員
提
出
議
案
9
件
及
び
委

員
会
提
出
議
案
2
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
、
請
願
は
2
件
を
採
択
、
1
件

を
不
採
択
と
し
た
。

・3・

県議会おおいた No.83

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

国
全
体
が
大
き
な
試
練
の
中
に

あ
る
と
き
、
美
術
館
構
想
を
進
め
る
べ
き

か
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
の
見
通
し
も

含
め
熟
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
震
防

災
対
策
等
の
課
題
に
も
し
っ
か
り
と
応

え
な
が
ら
、
併
せ
て
、
中
期
行
政
財
政

運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
他
の
事
業
と

同
様
に
、
県
立
美
術
館
建
設
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に
上

程
し
て
い
る
約
34
億
円
の
用
地
購
入

は
、
県
土
地
開
発
公
社
か
ら
用
地
を

買
い
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
公
社
が

用
地
取
得
し
た
際
、
県
は
公
社
に
資

金
を
貸
し
付
け
て
お
り
、
今
回
、
県

が
買
い
入
れ
た
時
点
で
そ
の
資
金
が

県
に
返
済
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
負
担
は
生
じ
な
い
仕
組
み
で
あ

る
。
1
0
0
億
円
以
内
と
な
る
予
定

の
建
設
関
連
事
業
費
に
つ
い
て
も
、
現

在
、
約
51
億
円

の
残
高
を
有
す

る
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
整
備

基
金
を
今
後
も

上
積
み
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
後

の
世
代
の
負
担
を

抑
え
る
よ
う
財
源

の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

意
見
書
（
8
件
）

▼
東
九
州
自
動
車
道
北
九
州
〜
大
分
〜

宮
崎
間
の
平
成
26
年
度
ま
で
の
全
線
開

通
を
求
め
る
意
見
書

▼
当
面
の
電
力
需
給
対
策
に
関
す
る
意

見
書

▼
外
国
資
本
等
に
よ
る
土
地
売
買
等
に

関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

▼
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

▼
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書

▼
菅
直
人
内
閣
の
早
期
退
陣
を
求
め
る

意
見
書

▼
国
産
牛
肉
の
安
全
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

決
議
関
係
（
1
件
）

▼
教
育
基
本
法
・
学
習
指
導
要
領
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
最
も
適
し
た
教

科
書
の
採
択
を
求
め
る
決
議

意
見
書
（
2
件
）

▼
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税

の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書

▼
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書

▼
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税

の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

▼
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

予
算
関
係
（
6
件
）

▼
平
成
23
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）　
　
　
　
　
　

ほ
か

条
例
関
係
（
5
件
）

▼
大
分
県
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

ほ
か

そ
の
他
（
5
件
）

▼
平
成
23
年
度
に
お
け
る
農
林
水
産
関

係
事
業
に
要
す
る
経
費
の
市
町
村
負
担

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
友
一
夫
議
員
（
自
由
民
主
党
・
中

津
市
選
挙
区
）
の
辞
職
に
伴
い
、
吉
冨
幸

吉
氏
が
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
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▼
小
児
救
急
医
療
体
制

▼
原
子
力
発
電
所
隣
接
県
と
し
て
の
対
応

              
※

質
問
項
目
は
、
一
人
5
項
目
ま
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
広
瀬
県
政
3
期
目
に
臨

む
決
意
や
抱
負
は
？

　

　

3
期
目
に
臨
む
今
、
我
が

国
や
本
県
を
取
り
巻
く
情
勢

は
厳
し
く
、
内
に
あ
っ
て
は
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
外
と
の
関
係
で
は
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
し
て
、
思
い

も
か
け
な
い
東
日
本
大
震
災
な
ど
ど
れ

も
道
筋
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
て
き
た
底
力
を
さ
ら
に
高

め
、
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
政
策
を
創
造
し
、
果
敢
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
、
互
い
に

助
け
合
い
支
え
合
い
な
が
ら
信
頼
と
安

全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
、「
地

域
の
底
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
安
全
・
安
心
の
面
で
は
、
大
震
災
を

踏
ま
え
た
防
災
対
策
、
そ
し
て
、
子
育
て

中
の
若
い
世
代
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
、
ま
た
、
子
ど
も
達
の
教
育
や
文
化
の

伝
承
に
地
域
の
方
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
取
組
な
ど
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

を
入
れ
て
い
く
。

　

も
う
一
つ
の
柱
は
、
い
き
い
き
と
暮

ら
し
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
産
業

の
底
力
」
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で

あ
る
。
農
林
水
産
業
で
は
「T

h
e

・
お

お
い
た
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
担
い
手

確
保
な
ど
の
構
造
改
革
を
急
ぎ
、
製
造

業
で
は
地
元
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
。
難
し
い
局
面
に
あ
る
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
観
光
業
の
振
興
も
不
可
欠
で
あ

り
、
将
来
の
大
分
県
の
発
展
の
た
め
に

も
、
人
を
育
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

を
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
立
ち
後
れ
て
い
る
社
会
資

本
の
整
備
に
も
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
政
策
を
着
実
に
進
め
、

県
民
が
生
き
が
い
と
幸
せ
を
実
感
で
き

る
、
そ
し
て
住
ん  

で
良
か
っ
た
と
思

え
る
「
安
心
・
活

力
・
発
展
の
大
分

県
」
を
創
造
す
る

た
め
、
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
た
本
県
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
、
ま
た
、

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
、
見
直
し

の
手
法
な
ど
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　

震
災
後
、
本
県
で
は
5
月

早
々
に
「
大
分
県
地
域
防
災
計

画
再
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現

行
の
防
災
対
策
で
前
提
と
し
て
い
た
地

震
・
津
波
の
想
定
規
模
の
見
直
し
と
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
に
着
手
し
て
お

り
、
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
取
り
か
か
る

と
と
も
に
、
着
手
で
き
る
防
災
対
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
秋
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国

の
防
災
基
本
計
画
の
見
直
し
を
受
け

て
、
最
終
的
な
県
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
お
お

む
ね
年
度
内
を
目
処
に
作
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

防
災
対
策
の
強
化
に
あ
た
り
、
被
災

地
に
派
遣
し
た
職
員
の
報
告
や
被
災
地

の
状
況
を
踏
ま
え
て
組
み
立
て
た
防
災

対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
食
料
・
日
用

品
等
の
非
常
用
物
資
に
つ
い
て
は
、
品

目
や
数
量
を
見
直
し
、
新
た
に
紙
お
む

つ
な
ど
8
品
目
を
追
加
し
て
備
蓄
す
る

ほ
か
、
難
病
患
者
へ
の
災
害
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
や
在
宅
人
工
呼
吸

器
使
用
者
へ
の
停
電
時
の
防
災
指
導
も

行
う
。
加
え
て
、
市
町
村
が
行
う
避
難

経
路
の
整
備
や
誘
導
標
識
の
設
置
等
に

対
す
る
3
億
円
の
助
成
制
度
を
補
正
予

算
案
と
し
て
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
大
震
災
で
は
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
た
。
大

分
県
も
距
離
的
に
は
離
れ
て
い
る

が
、
隣
県
に
原
子
力
発
電
所
が
あ

り
、
多
く
の
県
民
が
あ
ら
た
め
て
安

全
性
等
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
と

思
う
。
今
後
と
も
、
国
や
電
力
会
社

の
安
全
対
策
を
注
視
し
て
い
く
と
と

も
に
、
立
地
県
と
も
緊
密
に
連
絡
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

▼
農
業
振
興

▼
産
業
廃
棄
物
処
理
場
建
設
に
対
す
る

　

行
政
指
導

▼
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

▼
熱
中
症
予
防
対
策

▼
産
業
の
集
積

▼
東
日
本
大
震
災
後
の
園
芸
戦
略
品
目

　

の
現
状
と
対
策

▼
防
災
教
育

▼
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　 

▼
広
瀬
県
政
に
つ
い
て

▼
原
発
事
故
に
つ
い
て

▼
美
術
館
建
設
構
想

▼
教
育
の
振
興

▼
教
職
員
の
人
事
異
動

▼
県
立
美
術
館
構
想

▼
有
機
質
資
材
の
農
業
活
用

▼
三
重
総
合
高
校
久
住
校
に
つ
い
て

   

▼
地
震
・
津
波
・
原
発
対
策

▼
自
殺
防
止
対
策

▼
企
業
誘
致

▼
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

▼
東
九
州
を
軸
と
し
た
産
業
振
興

▼
祖
母
傾
国
定
公
園
の
生
態
系
の
保
全

　

と
活
用

 

▼
長
期
総
合
計
画
の
中
間
見
直
し

▼
教
育
問
題

※

質
問
項
目
は
、
一
人
2
項
目
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
県
は
も
う
か
る
一
次
産
業

を
目
指
し
、
2
0
1
5
年
度

ま
で
の
農
業
振
興
指
針
と
な
る
「
お

お
い
た
農
山
漁
村
活
性
化
戦
略

2
0
0
5
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
計
画
の
中
間
見
直
し
に
当
た
り
、

根
本
と
な
る
本
県
農
業
の
抱
え
る

課
題
の
分
析
と
そ
の
打
開
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

　

　

本
県
は
、
中
山
間
地
が
多

く
耕
地
面
積
も
狭
い
と
い
う

厳
し
い
生
産
条
件
の
中
、
担
い
手
の
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
小
規
模
経
営
体

が
極
め
て
多
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
、
生
産
者
部

会
の
統
一
や
産
地
間
連
携
を
促
進
し
、

拠
点
市
場
で
の
占
有
率
を
高
め
て
き

た
。
白
ね
ぎ
や
い
ち
ご
の
「
さ
が
ほ
の

か
」
は
市
場
の
占
有
率
が
上
が
り
、
い

ず
れ
も
高
単
価
で
取
引
さ
れ
る
な
ど
、

価
格
競
争
力
も
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
集

落
営
農
組
織
の
法
人
化
と
と
も
に
企
業

参
入
も
4
年
間
で
1
0
6
社
と
な
る
な

ど
、
生
産
体
制
は
着
実
に
整
っ
て
き
た

が
、
産
出
額
目
標
を
達
成
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
要
因
は
、
米

の
価
格
下
落
や
作
付
け
面
積
の
減
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
長
引
く
畜
産
物

の
価
格
低
迷
な
ど
も
一
因
で
あ
る
。
し

か
し
、
企
業
参
入
に
よ
る
産
出
額
増
加

見
込
が
1
0
0
億
円
近
く
あ
り
、
大
規

模
参
入
し
た
茶
、
か
ぼ
す
、
ゆ
ず
な
ど

は
こ
れ
か
ら
生
産
が
本
格
化
し
て
く

る
。
こ
の
勢
い
を
将
来
に
つ
な
げ
、
持

続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
今

回
の
見
直
し
で
は
次
の
2
点
を
重
点
に

取
り
組
む
。

　

ま
ず
は
、「T

h
e

・
お
お
い
た
」
ブ

ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
商
品
づ
く
り
で

あ
る
。
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
県

域
生
産
、
県
域
流
通
を
基
本
に
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
。
京
都
市
場
で
シ
ェ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
ピ
ー
マ
ン
や
出
荷
量

の
拡
大
を
目
指
す
ニ
ラ
を
戦
略
品
目
に

追
加
し
、
有
利
販
売
と
産
地
の
拡
大
に

結
び
つ
け
る
。
2
点
目
は
、
次
代
を
担

う
力
強
い
経
営
体
づ
く
り
で
あ
る
。
参

入
企
業
の
雇
用
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
新

規
就
農
者
数
は
2
年
連
続
増
加
し
て
お

り
、
今
後
5
年
間
で
新
た
に
1
0
0
0

名
の
確
保
を
目
指
す
。
こ
の
よ
う
な

取
組
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
構
造
改
革

を
進
め
、
農
業
産
出
額
も
1
4
0
0

億
円
を
越
え
る
ま
で
に
押
し
上
げ
た

い
と
考
え
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
経
験

か
ら
、
防
災
関
係
の
予
算

も
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
総

額
1
3
4
億
円
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
県
立
美
術
館
建
設
を
優
先
さ

せ
た
知
事
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

問

問

答

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　
　
渕
　 
　
健
児 

議
員

 

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
玉
田
　 

輝
義 

議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　
　
衞
藤
　 

明
和 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
深
津 

　
栄
一 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
平
岩 

　
純
子 

議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　
　
土
居 

　
昌
弘 

議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　
　
濱
田
　
　 

洋 

議
員

 

日
本
共
産
党

　
　
堤
　
　 

栄
三 

議
員

公
明
党

　
　
吉
岡 

美
智
子 

議
員

も
の



　
▼
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
防
災 

　

対
策

▼
地
域
医
療
の
確
保
対
策

▼
中
小
企
業
の
振
興

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
教
育
の
再
生

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
津
波
対
策

▼
県
と
大
分
市
と
の
連
携
強
化

▼
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備

▼
電
力
の
安
定
供
給

▼
将
来
を
見
据
え
た
大
分
県
づ
く
り

▼
東
日
本
大
震
災
後
の
県
政
運
営

▼
本
県
の
防
災
対
策

▼
障
が
い
者
雇
用
率
の
向
上
対
策

　

統
一
地
方
選
挙
後
初
と
な
る
定
例
会

を
、
7
月
7
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
の

会
期
28
日
間
で
開
催
し
た
。

　

7
月
14
日
、
15
日
に
行
わ
れ
た
代
表

質
問
に
は
4
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
19

日
か
ら
21
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
知
事
の
3

期
目
の
県
政
運
営
や
東
日
本
大
震
災
を

受
け
た
県
の
防
災
対
策
強
化
へ
の
取
組

な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
活
発
な
論

議
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
今

年
度
の
肉
付
け
予
算
と
な
る
補
正
予
算

案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
っ
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
28
日
に
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
慎

重
な
審
査
を
行
っ
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案

16
件
、
議
員
提
出
議
案
9
件
及
び
委

員
会
提
出
議
案
2
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
、
請
願
は
2
件
を
採
択
、
1
件

を
不
採
択
と
し
た
。

 

特
別
委
員
会
の
構
成

新
議
員
の
紹
介
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渕 　
　

健
児   　

三
浦　

 

正
臣

　
　

竹
内 

小
代
美   　

吉
冨　

 

幸
吉

　

久
原　

 

和
弘　

   

井
上　

 

伸
史

※
設
置
期
間
は
平
成
22
年
8
月
3
日
か

ら
平
成
25
年
3
月
ま
で

　

去
る
7
月
14
日
、「
新
政
策
構
築
協

議
会
」
お
よ
び
「
議
会
議
論
活
性
化
協

議
会
」
の
2
つ
の
協
議
会
を
設
置
し
、

議
会
の
改
革
と
活
性
化
に
向
け
た
新
た

な
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

☆
新
政
策
構
築
協
議
会

〈
会　

長
〉　

井
上　

 

伸
史

〈
副
会
長
〉　

酒
井　

 

喜
親

ほ
か
8
人

　
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
課
題
の
検

証
や
政
策
機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て
協

議
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

設
置
期
間
は
平
成
25
年
3
月
31
日

ま
で
。

☆
議
会
議
論
活
性
化
協
議
会

〈
座　

長
〉　

深
津　

 

栄
一

〈
副
座
長
〉　

三
浦 　
　

公

ほ
か
7
人

　

本
会
議
や
常
任
委
員
会
等
に
お
け
る

議
論
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
協
議
・
調

整
を
行
い
ま
す
。

　

設
置
期
間
は
平
成
24
年
第
1
回
定
例

会
最
終
日
ま
で
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

国
全
体
が
大
き
な
試
練
の
中
に

あ
る
と
き
、
美
術
館
構
想
を
進
め
る
べ
き

か
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
の
見
通
し
も

含
め
熟
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
震
防

災
対
策
等
の
課
題
に
も
し
っ
か
り
と
応

え
な
が
ら
、
併
せ
て
、
中
期
行
政
財
政

運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
他
の
事
業
と

同
様
に
、
県
立
美
術
館
建
設
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に
上

程
し
て
い
る
約
34
億
円
の
用
地
購
入

は
、
県
土
地
開
発
公
社
か
ら
用
地
を

買
い
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
公
社
が

用
地
取
得
し
た
際
、
県
は
公
社
に
資

金
を
貸
し
付
け
て
お
り
、
今
回
、
県

が
買
い
入
れ
た
時
点
で
そ
の
資
金
が

県
に
返
済
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
負
担
は
生
じ
な
い
仕
組
み
で
あ

る
。
1
0
0
億
円
以
内
と
な
る
予
定

の
建
設
関
連
事
業
費
に
つ
い
て
も
、
現

在
、
約
51
億
円

の
残
高
を
有
す

る
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
整
備

基
金
を
今
後
も

上
積
み
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
後

の
世
代
の
負
担
を

抑
え
る
よ
う
財
源

の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

意
見
書
（
8
件
）

▼
東
九
州
自
動
車
道
北
九
州
〜
大
分
〜

宮
崎
間
の
平
成
26
年
度
ま
で
の
全
線
開

通
を
求
め
る
意
見
書

▼
当
面
の
電
力
需
給
対
策
に
関
す
る
意

見
書

▼
外
国
資
本
等
に
よ
る
土
地
売
買
等
に

関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

▼
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

▼
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書

▼
菅
直
人
内
閣
の
早
期
退
陣
を
求
め
る

意
見
書

▼
国
産
牛
肉
の
安
全
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

決
議
関
係
（
1
件
）

▼
教
育
基
本
法
・
学
習
指
導
要
領
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
最
も
適
し
た
教

科
書
の
採
択
を
求
め
る
決
議

意
見
書
（
2
件
）

▼
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税

の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書

▼
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書

▼
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税

の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

▼
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

予
算
関
係
（
6
件
）

▼
平
成
23
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）　
　
　
　
　
　

ほ
か

条
例
関
係
（
5
件
）

▼
大
分
県
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

ほ
か

そ
の
他
（
5
件
）

▼
平
成
23
年
度
に
お
け
る
農
林
水
産
関

係
事
業
に
要
す
る
経
費
の
市
町
村
負
担

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
友
一
夫
議
員
（
自
由
民
主
党
・
中

津
市
選
挙
区
）
の
辞
職
に
伴
い
、
吉
冨
幸

吉
氏
が
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

●
印
は
委
員
長
、
●
は
副
委
員
長

　
　
　

     　

（
平
成
23
年
9
月
現
在
）

　
　
　
　
　
　

危
機
管
理
対
策
特
別
委
員
会
（
11
人
）

●
麻
生　

 

栄
作　

●
後
藤　

 

政
義

嶋　

 　

幸
一　
　

末
宗　

 

秀
雄

　
　

御
手
洗 

吉
生　
　

馬
場 　
　

林

尾
島　

 

保
彦　
　

酒
井　

 

喜
親

 

小
野　

 

弘
利　
　

佐
々
木 

敏
夫

　
　

 

吉
岡 

美
智
子

産
業
・
雇
用
対
策
特
別
委
員
会
（
11
人
）

　

●
江
藤　

 

清
志　

●
三
浦 　
　

公

　
　

油
布　

 

勝
秀　
　

衞
藤　

 

明
和

　
　

田
中　

 

利
明　
　

守
永　

 

信
幸

　
　

藤
田　

 

正
道　
　

首
藤　

 

隆
憲

元
𠮷　

 

俊
博　
　

河
野　

 

成
司

　
　

 

堤 　
　

栄
三

人
と
自
然
の
環
境
・

　
　
資
源
対
策
特
別
委
員
会
（
11
人
）

●
近
藤　

 

和
義　

●
小
嶋　

 

秀
行

土
居　

 

昌
弘　
　

濱
田 　
　

洋

　
　

桜
木 　
　

博　
　

原
田　

 

孝
司

　
　

玉
田　

 

輝
義　
　

平
岩　

 

純
子

　
　

荒
金　

 

信
生　
　

戸
高　

 

賢
史

　

（
欠
員
1
人
）

　
　

 

広
域
行
政
・
行
財
政
改
革

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会
（
10
人
）

　

●
深
津　

 

栄
一　

●
毛
利　

 

正
徳

　
　

阿
部　

 

英
仁   　

古
手
川 

正
治

▼
小
児
救
急
医
療
体
制

▼
原
子
力
発
電
所
隣
接
県
と
し
て
の
対
応

              
※

質
問
項
目
は
、
一
人
5
項
目
ま
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
広
瀬
県
政
3
期
目
に
臨

む
決
意
や
抱
負
は
？

　

　

3
期
目
に
臨
む
今
、
我
が

国
や
本
県
を
取
り
巻
く
情
勢

は
厳
し
く
、
内
に
あ
っ
て
は
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
外
と
の
関
係
で
は
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
し
て
、
思
い

も
か
け
な
い
東
日
本
大
震
災
な
ど
ど
れ

も
道
筋
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
て
き
た
底
力
を
さ
ら
に
高

め
、
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
政
策
を
創
造
し
、
果
敢
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
、
互
い
に

助
け
合
い
支
え
合
い
な
が
ら
信
頼
と
安

全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
、「
地

域
の
底
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
安
全
・
安
心
の
面
で
は
、
大
震
災
を

踏
ま
え
た
防
災
対
策
、
そ
し
て
、
子
育
て

中
の
若
い
世
代
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
、
ま
た
、
子
ど
も
達
の
教
育
や
文
化
の

伝
承
に
地
域
の
方
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
取
組
な
ど
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

を
入
れ
て
い
く
。

　

も
う
一
つ
の
柱
は
、
い
き
い
き
と
暮

ら
し
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
産
業

の
底
力
」
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で

あ
る
。
農
林
水
産
業
で
は
「T

h
e

・
お

お
い
た
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
担
い
手

確
保
な
ど
の
構
造
改
革
を
急
ぎ
、
製
造

業
で
は
地
元
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
。
難
し
い
局
面
に
あ
る
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
観
光
業
の
振
興
も
不
可
欠
で
あ

り
、
将
来
の
大
分
県
の
発
展
の
た
め
に

も
、
人
を
育
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

を
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
立
ち
後
れ
て
い
る
社
会
資

本
の
整
備
に
も
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
政
策
を
着
実
に
進
め
、

県
民
が
生
き
が
い
と
幸
せ
を
実
感
で
き

る
、
そ
し
て
住
ん  

で
良
か
っ
た
と
思

え
る
「
安
心
・
活

力
・
発
展
の
大
分

県
」
を
創
造
す
る

た
め
、
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
た
本
県
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
、
ま
た
、

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
、
見
直
し

の
手
法
な
ど
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　

震
災
後
、
本
県
で
は
5
月

早
々
に
「
大
分
県
地
域
防
災
計

画
再
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現

行
の
防
災
対
策
で
前
提
と
し
て
い
た
地

震
・
津
波
の
想
定
規
模
の
見
直
し
と
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
に
着
手
し
て
お

り
、
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
取
り
か
か
る

と
と
も
に
、
着
手
で
き
る
防
災
対
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
秋
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国

の
防
災
基
本
計
画
の
見
直
し
を
受
け

て
、
最
終
的
な
県
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
お
お

む
ね
年
度
内
を
目
処
に
作
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

防
災
対
策
の
強
化
に
あ
た
り
、
被
災

地
に
派
遣
し
た
職
員
の
報
告
や
被
災
地

の
状
況
を
踏
ま
え
て
組
み
立
て
た
防
災

対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
食
料
・
日
用

品
等
の
非
常
用
物
資
に
つ
い
て
は
、
品

目
や
数
量
を
見
直
し
、
新
た
に
紙
お
む

つ
な
ど
8
品
目
を
追
加
し
て
備
蓄
す
る

ほ
か
、
難
病
患
者
へ
の
災
害
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
や
在
宅
人
工
呼
吸

器
使
用
者
へ
の
停
電
時
の
防
災
指
導
も

行
う
。
加
え
て
、
市
町
村
が
行
う
避
難

経
路
の
整
備
や
誘
導
標
識
の
設
置
等
に

対
す
る
3
億
円
の
助
成
制
度
を
補
正
予

算
案
と
し
て
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
大
震
災
で
は
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
た
。
大

分
県
も
距
離
的
に
は
離
れ
て
い
る

が
、
隣
県
に
原
子
力
発
電
所
が
あ

り
、
多
く
の
県
民
が
あ
ら
た
め
て
安

全
性
等
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
と

思
う
。
今
後
と
も
、
国
や
電
力
会
社

の
安
全
対
策
を
注
視
し
て
い
く
と
と

も
に
、
立
地
県
と
も
緊
密
に
連
絡
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

▼
農
業
振
興

▼
産
業
廃
棄
物
処
理
場
建
設
に
対
す
る

　

行
政
指
導

▼
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

▼
熱
中
症
予
防
対
策

▼
産
業
の
集
積

▼
東
日
本
大
震
災
後
の
園
芸
戦
略
品
目

　

の
現
状
と
対
策

▼
防
災
教
育

▼
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　 

▼
広
瀬
県
政
に
つ
い
て

▼
原
発
事
故
に
つ
い
て

▼
美
術
館
建
設
構
想

▼
教
育
の
振
興

▼
教
職
員
の
人
事
異
動

▼
県
立
美
術
館
構
想

▼
有
機
質
資
材
の
農
業
活
用

▼
三
重
総
合
高
校
久
住
校
に
つ
い
て

   

▼
地
震
・
津
波
・
原
発
対
策

▼
自
殺
防
止
対
策

▼
企
業
誘
致

▼
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

▼
東
九
州
を
軸
と
し
た
産
業
振
興

▼
祖
母
傾
国
定
公
園
の
生
態
系
の
保
全

　

と
活
用

 

▼
長
期
総
合
計
画
の
中
間
見
直
し

▼
教
育
問
題

※

質
問
項
目
は
、
一
人
2
項
目
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
県
は
も
う
か
る
一
次
産
業

を
目
指
し
、
2
0
1
5
年
度

ま
で
の
農
業
振
興
指
針
と
な
る
「
お

お
い
た
農
山
漁
村
活
性
化
戦
略

2
0
0
5
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
計
画
の
中
間
見
直
し
に
当
た
り
、

根
本
と
な
る
本
県
農
業
の
抱
え
る

課
題
の
分
析
と
そ
の
打
開
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

　

　

本
県
は
、
中
山
間
地
が
多

く
耕
地
面
積
も
狭
い
と
い
う

厳
し
い
生
産
条
件
の
中
、
担
い
手
の
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
小
規
模
経
営
体

が
極
め
て
多
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
、
生
産
者
部

会
の
統
一
や
産
地
間
連
携
を
促
進
し
、

拠
点
市
場
で
の
占
有
率
を
高
め
て
き

た
。
白
ね
ぎ
や
い
ち
ご
の
「
さ
が
ほ
の

か
」
は
市
場
の
占
有
率
が
上
が
り
、
い

ず
れ
も
高
単
価
で
取
引
さ
れ
る
な
ど
、

価
格
競
争
力
も
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
集

落
営
農
組
織
の
法
人
化
と
と
も
に
企
業

参
入
も
4
年
間
で
1
0
6
社
と
な
る
な

ど
、
生
産
体
制
は
着
実
に
整
っ
て
き
た

が
、
産
出
額
目
標
を
達
成
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
要
因
は
、
米

の
価
格
下
落
や
作
付
け
面
積
の
減
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
長
引
く
畜
産
物

の
価
格
低
迷
な
ど
も
一
因
で
あ
る
。
し

か
し
、
企
業
参
入
に
よ
る
産
出
額
増
加

見
込
が
1
0
0
億
円
近
く
あ
り
、
大
規

模
参
入
し
た
茶
、
か
ぼ
す
、
ゆ
ず
な
ど

は
こ
れ
か
ら
生
産
が
本
格
化
し
て
く

る
。
こ
の
勢
い
を
将
来
に
つ
な
げ
、
持

続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
今

回
の
見
直
し
で
は
次
の
2
点
を
重
点
に

取
り
組
む
。

　

ま
ず
は
、「T

h
e

・
お
お
い
た
」
ブ

ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
商
品
づ
く
り
で

あ
る
。
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
県

域
生
産
、
県
域
流
通
を
基
本
に
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
。
京
都
市
場
で
シ
ェ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
ピ
ー
マ
ン
や
出
荷
量

の
拡
大
を
目
指
す
ニ
ラ
を
戦
略
品
目
に

追
加
し
、
有
利
販
売
と
産
地
の
拡
大
に

結
び
つ
け
る
。
2
点
目
は
、
次
代
を
担

う
力
強
い
経
営
体
づ
く
り
で
あ
る
。
参

入
企
業
の
雇
用
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
新

規
就
農
者
数
は
2
年
連
続
増
加
し
て
お

り
、
今
後
5
年
間
で
新
た
に
1
0
0
0

名
の
確
保
を
目
指
す
。
こ
の
よ
う
な

取
組
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
構
造
改
革

を
進
め
、
農
業
産
出
額
も
1
4
0
0

億
円
を
越
え
る
ま
で
に
押
し
上
げ
た

い
と
考
え
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
経
験

か
ら
、
防
災
関
係
の
予
算

も
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
総

額
1
3
4
億
円
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
県
立
美
術
館
建
設
を
優
先
さ

せ
た
知
事
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

・4・

答

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
吉
冨
　 

幸
吉 

議
員

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
（
議
員
提
出
）

採
択
さ
れ
た
請
願
（
2
件
）

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
　
　
　
　
　

　
　
　    

　
　
　
（
委
員
会
提
出
）

可
決
・
承
認
等
さ
れ
た
議
案
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　    

　
　
　
　
（
知
事
提
出
）

【
常
任
委
員
会
】
福
祉
保
健
生
活
環
境
委
員
会

意
見
書
は
、
議
長
名
で
衆
参
両
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
及
び
担
当
大
臣
あ
て
送
付
し
ま
し
た
。



協
議
会
の
設
置
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渕 　
　

健
児   　

三
浦　

 

正
臣

　
　

竹
内 

小
代
美   　

吉
冨　

 

幸
吉

　

久
原　

 

和
弘　

   

井
上　

 

伸
史

※
設
置
期
間
は
平
成
22
年
8
月
3
日
か

ら
平
成
25
年
3
月
ま
で

　

去
る
7
月
14
日
、「
新
政
策
構
築
協

議
会
」
お
よ
び
「
議
会
議
論
活
性
化
協

議
会
」
の
2
つ
の
協
議
会
を
設
置
し
、

議
会
の
改
革
と
活
性
化
に
向
け
た
新
た

な
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

☆
新
政
策
構
築
協
議
会

〈
会　

長
〉　

井
上　

 

伸
史

〈
副
会
長
〉　

酒
井　

 

喜
親

ほ
か
8
人

　
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
課
題
の
検

証
や
政
策
機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て
協

議
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

設
置
期
間
は
平
成
25
年
3
月
31
日

ま
で
。

☆
議
会
議
論
活
性
化
協
議
会

〈
座　

長
〉　

深
津　

 

栄
一

〈
副
座
長
〉　

三
浦 　
　

公

ほ
か
7
人

　

本
会
議
や
常
任
委
員
会
等
に
お
け
る

議
論
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
協
議
・
調

整
を
行
い
ま
す
。

　

設
置
期
間
は
平
成
24
年
第
1
回
定
例

会
最
終
日
ま
で
。

　

志
村
学
議
長
が
全
国
都
道
府
県
議
会

議
長
会
国
土
交
通
委
員
長
に
就
任
し
ま

し
た
（
6
月
17
日
付
）。

　

安
部
省
祐
前
議
長
と
渕
健
児
前
副
議

長
に
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
か
ら

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
、
8
月
3
日
の
本

会
議
閉
会
後
、
本
会
議
場
に
お
い
て
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

●
印
は
委
員
長
、
●
は
副
委
員
長

　
　
　

     　

（
平
成
23
年
9
月
現
在
）

　
　
　
　
　
　

危
機
管
理
対
策
特
別
委
員
会
（
11
人
）

●
麻
生　

 

栄
作　

●
後
藤　

 

政
義

嶋　

 　

幸
一　
　

末
宗　

 

秀
雄

　
　

御
手
洗 

吉
生　
　

馬
場 　
　

林

尾
島　

 

保
彦　
　

酒
井　

 

喜
親

 

小
野　

 

弘
利　
　

佐
々
木 

敏
夫

　
　

 

吉
岡 

美
智
子

産
業
・
雇
用
対
策
特
別
委
員
会
（
11
人
）

　

●
江
藤　

 

清
志　

●
三
浦 　
　

公

　
　

油
布　

 

勝
秀　
　

衞
藤　

 

明
和

　
　

田
中　

 

利
明　
　

守
永　

 

信
幸

　
　

藤
田　

 

正
道　
　

首
藤　

 

隆
憲

元
𠮷　

 

俊
博　
　

河
野　

 

成
司

　
　

 

堤 　
　

栄
三

人
と
自
然
の
環
境
・

　
　
資
源
対
策
特
別
委
員
会
（
11
人
）

●
近
藤　

 

和
義　

●
小
嶋　

 

秀
行

土
居　

 

昌
弘　
　

濱
田 　
　

洋

　
　

桜
木 　
　

博　
　

原
田　

 

孝
司

　
　

玉
田　

 

輝
義　
　

平
岩　

 

純
子

　
　

荒
金　

 

信
生　
　

戸
高　

 

賢
史

　

（
欠
員
1
人
）

　
　

 

広
域
行
政
・
行
財
政
改
革

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会
（
10
人
）

　

●
深
津　

 

栄
一　

●
毛
利　

 

正
徳

　
　

阿
部　

 

英
仁   　

古
手
川 

正
治

 

大
分
県
議
会
議
長

　
　
志 
村
　
　
学 

議
員

前
大
分
県
議
会
議
長

　
　
安
部
　 

省
祐 

　
氏

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
　

国
土
交
通
委
員
会
委
員
長
就
任

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

感
謝
状
伝
達
式
　

前
大
分
県
議
会
副
議
長

　
　
渕
　 

　
健
児 

議
員

　議員が講師となり、県内の小中高等学校、大学等に出向

き、県議会の仕組みや役割、議会の最近の話題などを分か

りやすく説明する「議員出前講座」を今年度も実施します。

　議会が自分たちの生活とどのように関わっているのか、将

来の住民自治を担う児童・生徒・学生を対象に、県議会に対

する親近感と興味をもっていただくための講座で、平成 22年

度は3校（230人）が受講しました。児童・生徒・学生か

らは、活発に質問や感想が出され、大変好評な講座です。

　講座は申し込み制です。実施希望日の 2週間前までにお

申し込みください。

昨年度の出前講座の様子：大分市立賀来小中学校

議 員 出 前 講 座

　詳細は、県議会ホームページ、または、
議会事務局政策調査課（1097-506-5036）まで。



1097-506-5036(ダイヤルイン) 5097-506-1785
〈編集〉大分県議会事務局
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定
例
会
会
期
中
の
7
月
20
日
、
陸
上

自
衛
隊
第
41
普
通
科
連
隊
長
兼
別
府
駐

屯
地
司
令 
藤
岡
登
志
樹
氏
を
講
師
に
招

き
、「
東
日
本
大
震
災
・
災
害
派
遣
に
参

加
し
て
」
〜
41
連
隊
の
気
仙
沼
に
お
け

る
活
動
〜
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

震
災
翌
日
の
3
月
12
日
か
ら
5
月

19
日
ま
で
の
約
70
日
間
に
わ
た
り
宮

城
県
北
部
の
気
仙
沼
市
で
の
活
動
に

つ
い
て
、
写
真
を
交
え
な
が
ら
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害
は
凄
惨
を

極
め
て
お
り
、
派
遣
部
隊
の
任
務
遂
行

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
被

災
地
に
安
心
や
希
望
を
届
け
、
被
災
者

の
笑
顔
を
一
刻
も
早
く
取
り
戻
そ
う

と
、
隊
員
た
ち
は
一
生
懸
命
に
任
務
を

遂
行
。
ま
た
、
時
に
は
悲
し
み
に
耐
え

な
が
ら
も
、
復
興
に

向
け
て
立
ち
上
が
ろ

う
と
す
る
被
災
者
の

姿
を
見
て
、
逆
に
勇

気
を
も
ら
う
こ
と
も

あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

短
い
時
間
で
し
た

が
、
震
災
の
恐
怖
を

あ
ら
た
め
て
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

・6・

写真中央は井上委員長

第
70
回 

県
議
会
56
分
勉
強
会

議
会
広
報
委
員
会

県議会おおいた No.83

平
成
23
年 

第
3
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

▼
9
月
13
日（
火
）開
会

　
　
　

20
日（
火
）〜
22
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　

26
日（
月
）常
任
委
員
会

　
　
　

29
日（
木
）閉
会

本
会
議
場
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

●
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
な
い
と

き
、
本
会
議
場
は
、
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
県
議
会
は
、
開
か
れ
た
県
議
会
づ
く
り

と
と
も
に
、
会
派
を
超
え
て
議
会
改
革
に

取
り
組
み
、
政
策
立
案
機
能
の
強
化
な

ど
、
議
会
の
活
性
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

議
会
活
動
を
県
民
の
皆
様
に
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
議
会
広
報
全
般

に
つ
い
て
協
議
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
委
員
名
簿

﹇
委 

員 

長
﹈

　
井
上
　 

伸
史
（
自
由
民
主
党
）

﹇
副
委
員
長
﹈

　
田
中
　 

利
明（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
）

﹇
委
　
員
﹈

　
守
永
　 

信
幸（
県
民
ク
ラ
ブ
）

　
元
𠮷
　 

俊
博（
自
由
民
主
党
）

　
吉
岡 

美
智
子（
公
明
党
）

　
堤
　
　 

栄
三（
日
本
共
産
党
）

県
議
会 

今
後
の
動
き

お
知
ら
せ
　

点字版 音読版 「県議会おおいた」のご案内 本紙の点字版・音読版を作成しています。
詳しくは議会事務局政策調査課まで
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議　事　課　本会議、常任委員会、傍聴 など　　　　1097-506-5022
政策調査課　調査業務、特別委員会、議会広報 など　1097-506-5035

県議会ホームページでは…
本会議の生中継、録画中継、会議録
や議会の日程、質問項目、議会の仕
組みと役割など、様々な情報を掲載し
ています。ぜひ、ご覧ください。

で大分県議会

お問い合わせは
県議会事務局各課まで

大分県議会 http://www.pref.oita.jp/site/gikai/
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